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１．立地適正化計画の概要

1

※本資料は、国土交通省作成「立地適正化計画の手引き（令和６年４月
版）」及び「都市計画制度の概要」を参考に作成しています。
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１-１．コンパクト・プラス・ネットワークの考え方
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１-２．コンパクト・プラス・ネットワークのねらい
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○医療・福祉・商業等の生活
サービスの維持が困難に

○公共交通ネットワークの縮小・
サービス水準の低下

■ 地域経済の衰退

■ 都市の生活を支える機能の低下

○地域の産業の停滞、企業の撤退

○中心市街地の衰退、
低未利用地や空き店舗の増加

○社会保障費の増加

○インフラの老朽化への対応

■ 厳しい財政状況

 生活サービス機能の維持・アクセス確保などの利用環
境の向上

 高齢者の外出機会の増加、住民の健康増進

 サービス産業の生産性向上、投資誘発
 外出機会・滞在時間の増加による消費拡大

 行政サービス、インフラの維持管理の効率化
 地価の維持・固定資産税収の確保
 健康増進による社会保障費の抑制

コンパクトシティ
生活サービス機能と居住を集
約・誘導し、人口を集積

まちづくりと連携した公共交通
ネットワークの再構築

＋
ネットワーク

 エネルギーの効率的利用
 ＣＯ２排出量の削減

中心拠点や生活拠点が
利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

高齢者や子育て世代が安心・快適に生活・
活躍できる都市環境

地域内での消費・投資の好循環の実現

財政面でも持続可能な都市経営

カーボンニュートラルな都市構造の実現

○ 人口減少・高齢者の増加
○ 拡散した市街地
○ 頻発・激甚化する自然災害

都市を取り巻く状況

コンパクトシティ化による効果の例

生活利便性の維持・向上等

地域経済の活性化

行政コストの削減等

地球環境への負荷の低減

都市が抱える課題

■ 都市部での甚大な災害発生
○被害額の増加、都市機能の喪失

 災害リスクを踏まえた居住誘導、対策の実施
災害に強い防災まちづくりの実現

居住地の安全性強化
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１-３．立地適正化計画によるコンパクト・プラス・ネット
ワークの推進
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１-４．立地適正化計画の概要
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１-４．立地適正化計画の概要
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レッドゾーン
イエローゾーン その他勘案すべき点
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１-４．立地適正化計画の概要
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１-４．立地適正化計画の概要
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１-４．立地適正化計画の概要
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１-５．立地適正化計画の法的効果
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「都市計画制度の概要」から引用



２．策定に向けたスキーム
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２-１．計画の位置づけ・策定組織
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２-１．計画策定の流れ
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２-２．計画策定スケジュール
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コンサル委託契約
（プロポーザル）

第１回検討委員会 第２回検討委員会

都市計画審議会
（中間報告）

データ・施策の現状整理・課題分析

立適に関する基本的な方針検討

誘導区域／誘導施設の検討～案作成

災害リスク分析、課題抽出

議会説明
（立地適正化計画制度の説明）
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２-２．計画策定スケジュール
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第３回検討委員会

議会説明
（中間報告）

都市計画審議会
（意見聴取）

誘導施策の検討・制度設計

目標値の設置

全体チェック

防災まちづくり将来像、
取組方針

第４回検討委員会

第５回検討委員会

都市計画審議会
（最終合意形成）

議会説明
（最終報告）

住民説明会 住民説明会

パブリックコメント
計画・制度周知

10
月
１
日

計
画
適
用
開
始

国・県への意見照会 国・県への意見照会

具体的な取組案検討

誘導区域の
精査・見直し


